
    津幡南中３年生の皆さんへ PART2 
 

 

 先週配信した課題１０～１２は、もう見てもらえたでしょうか？まだの人は、とりあえず 

順番に開いて、取り組んでください。 

 実は、先週分を少し訂正して配信し直しました。本日（27 日）以降は、以前のものと変

わっている部分（写真等の資料）がありますが、先週既に見た人は、気にしないでください。 

問題ありません。 

 

 さて、今回は課題１３～１５を載せます。まずは、教科書をよく読み、空欄

をうめてみましょう。家でプリントアウトできる人は、プリントにして書き込みましょう。

プリントできない人は、答えをノートに書きだすなど工夫してください。後日、全員に写真

や資料入りのワークシートを配布しますので、心配しないでくださいね。 

 

  

では、時間を上手に使って、自分を甘やかしすぎずに、がんばろう！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ４月２７日（月）           ３年担当  鶴見 蘭里 

 

 

 

 

 



課題 13： 

 

 

（１）韓国は・・・１            となる（１９１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊韓国では・・・① 土地調査事業で土地を失った農民 → 12         へ移住 

           ② 学校では・・・日本史・日本語の教育→日本人への 13    政策 

   ＊日本では・・・石川啄木と寺内正毅の短歌 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中国では・・・18      が起こって 19     ができる（1911～12） 

  〈 背景 〉 

１ 日本が 20    へ進出・・・21             （満鉄）の設立 

               → 炭鉱の開発、製鉄所の建設、都市建設 

               → 利権の独占 

               → 22       との対立 

１８９５ ２    条約・・・・・朝鮮の(３    )を清に認めさせる 

１９０５ ４      条約・・・韓国での日本の(５    )をロシアに認めさせる 

      韓国を日本の(６     )とし(７           )を置く 

→ 初代統監は（８          ） 

１９０７ 皇帝を退位させ、軍隊を解散させる 

          日本への抵抗運動 → 義兵運動へ → 日本軍によって鎮圧 

１９０９ (８        )が暗殺される・・・ハルピンで 

１９１０ ９         ・・・日本が韓国を併合する（～１９４５） 

        (10          )を設置し武力を背景とした植民地支配 

        首都：漢城（ソウル）→ （11     ）に改称 

日清・日露戦争後、韓国と中国はどうなっただろう？また、両国の

人々は日本に対してどんな思いをもつようになっただろう。 

 

 

小早川・加藤・小西が世にあらば、

今宵の月をいかに見るらむ 

（初代朝鮮総督 16      ） 

地図の上 朝鮮国にくろぐろと 

墨を塗りつつ 秋風を聞く 

（歌人 14        ） 

15 (句にこめた思い) 

17 (句に込めた思い) 

 

 14の写真 

 

 16の写真 



２ 革命運動の盛り上がり 

 

 

 

  24      ：中国同盟会の結成（１９０５年 東京で） 

    25       ・・・民族（民族独立）・民権（政治的民主化）・ 

民生（民衆生活の安定）から成る革命の指導理論 

  〈 起こり 〉 

    １９１１年軍隊が反乱（26     ・ウーハン）→ 全国へ  

→ 多くの省が清からの独立を宣言 

  〈 結果 〉 

    27        の建国（１９１２年） 

・アジア初の共和国  ・首都：南京 

・24      が臨時大総統に  

    28       が皇帝を退位させ清は滅亡 

       ・大総統になり独裁政治 → 死後、各地の軍閥によってバラバラに 

・首都：北京へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23（列強の圧迫に対抗し） 

 



 課題14： 

 

 

日本の産業革命・・1880年代からの政府の１       政策(民間産業を育成する政策)に 

より進む 

 ★第一次産業革命：1880年代後半から ２    工業が発達 

   ・３    業では・・・大阪などに大工場がつくられ、国産の４    の生産量が 

輸入品を上回る → ５         へ輸出 

・６    業では・・・アメリカ向けの輸出産業として急速に発展、 

日露戦争後には、世界最大の７    の輸出国に 

 

 ★第二次産業革命：８           戦争後に９          工業が発達  

   ・官営の 10                          の完成（1901年）・・・11       を使って国が建設 

 

 

 

           

 

   しかし、全体的に力が弱く、重化学工業製品の輸入が増加し 13      が続く 

 

【 産業革命の影響 】 

(1) 14       の成長 

・明治初期に設立された官営の工場・鉱山の払い下げ → 15    化 

・ 16                  などの資本家が銀行を中心に金融・貿易・ 

鉱山業などの多角経営を行って日本経済を支配するように 

(2) 交通機関の発達 

・ 17       が全線開通し（1889）、主要幹線もほぼ完成 

・ 民営鉄道は 18      される 

(3) 労働問題の発生 

・女子・・・製糸・紡績などの 19          業で働く人が大半を占める 

・男子・・・多くが 20          で働く 

 

＊劣悪な労働条件  

    

     ＊労働者は 22      を結成し、労働条件の改善を求める 23      が増加 

     ＊24    主義の成長  

→ 25      事件：天皇の暗殺を計画したとして、26        ら 

の社会主義者が逮捕・処刑された事件 

 

 

産業革命により、国民の生活は良くなっただろうか 

例 21 

            

12 なぜ北九州に建設したのか(立地条件) 

 



(4) 27     問題 の発生 

・ 28            事件：栃木県渡良瀬川流域で発生。 

代議士の 29        が直訴。生涯を通じてこの問題に取り組む。 

→ 日本の 30    問題の原点。 

(5) 農村の変化 

・ 大切な輸出品である７    生産に必要な 31     の栽培や 32     が 

さかんに 

   ・人口増加・鉄道の発達などにより、農産物の 33      が進む 

・ 貨幣経済の普及により、貧富の差が拡大 

  34      ：企業を起こして資本家になる者も 

  35      ：土地を手放し、子どもを出稼ぎに出したり、副業を営むなどで 

生計を補う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 課題 15： 

 

 

 

〈 芸術 〉 

 

絵

画 

 

日本画 

１         (米)と 

２ 

日本画の復興、法隆寺夢殿の秘仏(救世観音) 

の調査 

３ 「無我」 

４ 「悲母観音像」 

洋 画 ５ 「湖畔」「読書」「舞妓」 

  

彫 刻 

６ 「老猿」上野公園の西郷隆盛像 

７ 「女」 ロダンの弟子 

音 楽 ８ 「荒城の月」「花」の作曲、洋楽の道を開く 

 ＊９           （日本名        ）：日本文化のすばらしさを英語で発表 

                             

〈 近代文学の発展 〉 

            作 者        作  品 

ロマン

主義 

日清戦争前後 10 「みだれ髪」 

「君死にたまふことなかれ」 

短歌 

11 「たけくらべ」 

 

小説 

自然 

主義 

日露戦争前後 12 「一握の砂」 社会の現実を直視

した詩歌 

 

反自然

主義 

 

明治末期 

13 

 

「舞姫」ヨーロッパ文学の翻訳 西洋文明と本格的

に取り組んだ日本

の知識人の生き方

を描いた小説 
14 「坊っちゃん」 

「我が輩は猫である」「草枕」 

 

★ 15       ：文語の表現を捨て、話し言葉（口語）のままで文章を書くこと。 

         16           が小説の中で使用して広まる。 

 

〈 学校教育の普及 〉 

・小学校の建設により、1907 年には 17       が 97％に 

・ 18         は 4 年から 6年に延長 

・ 中等・高等教育の拡充 ・女子教育の重視 

・ 科学の発達 

医学 19 破傷風の血清療法の発見 

20 赤痢菌の発見 

21 黄熱病の研究 

物理学 22 原子模型の研究 

薬学 23 タカジアスターゼの創製 

24 ビタミンＢの創製 

 

 

 

 

江戸時代までの文化と比べ、明史時代の文化はどんなところが

変わっただろうか。また、それはどうしてだろう。 


